
• 研究用材料について、微生物の株数は目標に対して３３％から４８％に増加。動物細胞の株数は目標に対し
て既に１１５％を達成。

• 計量標準（物理標準、標準物質）については、目標に対して６０％が整備されている。
• ライフサイエンス分野の計測方法・機器等については、５８％を海外に依存している。
• データベースについて、ゲノム配列データベースは目標に対して１０％から１７％に増加。材料物性データベー
スは目標に対して３３％から６４％に増加。化学物質安全性データベースは目標に対して２４０％を既に達成。

「知的基盤の整備の現状に関するアンケート」（2004年9月実施）、「科学機器年鑑2004」（㈱ｱｰﾙｱﾝﾄﾞﾃﾞｲ）より

生物遺伝資源の整備進捗状況
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計量標準・標準物質の整備進捗状況
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データベースの整備進捗状況
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ゲノム配列ＤＢ

材料物性ＤＢ

化学物質安全性ＤＢ

■２０１０年に世界最高水準を目指した整備２０１０年に世界最高水準を目指した整備

知的基盤整備の推進知的基盤整備の推進
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ライフサイエンス分野の計測機器の製造と輸入割合の推移
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（単位：百万円）国内製造 輸入


